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地
名
の
は
な
し
　
内
浦
（
う
つ
ら
）
②

　

慶
長
５
（
１
６
０
０
）年
の
関
ケ
原

合
戦
で
活
躍
し
た
黒
田
長
政
は
、
豊
前

か
ら
筑
前
に
転
封
と
な
り
、
前
領
主

の
小
早
川
秀
秋
か
ら
所
領
を
引
継
い
だ
。

そ
の
時
の
「
村
々
指
出
前
之
帳
」
で

内
浦
村
は
、
田
畠
数
25
町
４
反
５
畝

余
、
分
米
大
豆
366
石
の
村
で
、
田

数
21
町
９
反
３
畝
余
、
分
米
347
石

余
、
畠
数
３
町
５
反
１
畝
余
、
分
大

豆
18
石
９
斗
余
で
あ
る
。
こ
の
数

値
は
太
閤
検
地
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

分
米
・
分
大
豆
は
生
産
高
の
意
で
、
年

貢
を
田
は
玄
米
、
畠
は
大
豆
で
納
付
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
筑
前
国
続
風
土
記
』の
「
田
圃
志
」

に
元
禄
５
（
１
６
９
２
）年
頃
の
内
浦

村
の
記
事
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
。

　
内
浦
村　
（
村
位
）中
。
田
畠
四
拾
壱

町
余
。
人
数
弐
百
九
拾
四
人
。
家
数
三

拾
八
。
社
一
。
寺
三
。
田
畠
高
五
百
壱

石
弐
斗
余
。
内
畠
高
九
拾
六
石
弐
斗
余
。

田
石
別
五
斗
四
升
。
畠
石
別
三
斗
五
升
。

と
あ
る
。
石
別
は
生
産
高
１
石
に
対
す

る
年
貢
で
、
田
は
54
パ
ー
セ
ン
ト
、
畠

は
35
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
で
あ
る
。

　
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
明
治
９

（
１
８
７
６
）年
頃
の
内
浦
村
の
記
録
が

あ
る
の
で
、
抜
粋
要
約
し
て
紹
介
す
る
。

　

内
浦
村　

戸
数
67
戸
。
人
数
353
人
。

田
畑
42
町
５
反
余
、
此
石
高
501
石
２
斗

余
。
正
税
255
石
８
斗
余
、
此
代
金
713
円

余
。
雑
税
７
石
６
斗
余
、
此
代
金
21
円

余
。
山
林
68
町
４
反
余
。
橋
４
所
。
池

９
所
。牛
46
頭
。馬
９
頭
。山
岳
湯
川
山
、

行
重
山
。松
林
岡
松
原
。井
泉
鶯う

ぐ
い
すノ

井
。

神
社
若
宮
神
社
。
小
社
３
所
。
仏
寺
海

蔵
寺
、
長
源
寺
、
法
応
寺
。
小
堂
３
所
。

景
勝
地
内
浦
浜
。
古
蹟
垂
見
山
、
名
切

宿
、
海
蔵
寺
谷
戦
場
。
人
物
孝
子
助
六
。

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）年
４
月
の
市

町
村
制
施
行
で
、
町
域
の
西
部
地
区
に

岡お
か
が
た県
村
、
東
部
地
区
に
矢や
は
ぎ矧
村
が
誕
生

し
た
。
こ
の
時
、
内
浦
村
は
岡
県
村
の

大
字
と
な
り
、
内
浦
区
が
発
足
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
岡
県
村
と

矢
矧
村
は
合
併
し
て
岡
垣
村

と
な
り
、
町
制
施
行
を
経
て
現

在
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

内
浦
の
地
名
由
来
を
、『
筑

前
国
続
風
土
記
』の
記
事
で
紹

介
す
る
。

　

内
浦　

垂
水
越
の
東
の
ふ

も
と
に
あ
る
村
也
。
此
所
は
む

か
し
入
海
有
し
故
、
内
浦
と

云
。
吉
木
村
の
下
よ
り
西
の

方
天て

の野
内
浦
の
ほ
と
り
迄
は
、

皆
入
海
な
り
し
故
、
今
に
田

の
底
よ
り
蛤
蠣か

き
の
か
ら
出
る
。

天
野
の
内
に
も
大
磯
、
小
磯
、

磯
原
な
と
云
所
あ
り
。
山
き

は
に
は
波
の
う
が
ち
た
る
岩

あ
り
。
三
吉
村
の
内
に
塩
浜
と
云
田
の

字
有
。
是
皆
そ
の
か
み
入
海
有
し
証
也
。

い
つ
の
比
よ
り
か
悉

こ
と
ご
とく

田
と
な
れ
り
。

と
あ
る
。
内
浦
は
、
三
里
松
原
の
南
側

に
広
が
る
水
田
地
帯
が
内
海
だ
っ
た
こ

と
を
、
地
名
の
由
来
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
（
地
図
参
照
）。

　
内
浦
（
う
つ
ら
）の
発
音
に
つ
い
て
説

明
す
る
。
奈
良
時
代
の
日
本
語
の
特
徴

と
し
て
、
母
音
が
２
つ
連
続
す
る
こ
と

を
極
度
に
嫌
う
発
音
上
の
習
慣
が
あ
っ

た
。
だ
か
ら
母
音
が
２
つ
連
続
す
る
と
、

①�

そ
の
一
方
が
脱
落
す
る
。
多
く
の
場

合
、
前
の
母
音
が
脱
落
し
て
後
の
母

音
が
残
る
。

②�

２
つ
の
母
音
が
融
合
し
て
別
の
母
音

を
つ
く
る
。

と
い
う
発
音
変
化
で
あ
る
。
当
地
の
内

浦
は
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
А
→
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
А
の

変
化
で
、
①
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

私
は
、
全
国
に
分
布
す
る
内
浦
と
い
う

地
名
を
30
カ
所
以
上
調
査
し
た
が
、
当

地
以
外
で
「
ウ
ツ
ラ
」と
発
音
す
る
事

例
を
発
見
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
岡
垣
町
の
内
浦
は
、

古
代
か
ら
の
発
音
を
現
代
ま
で
継
承
し

た
事
実
を
史
料
で
証
明
で
き
る
、
稀
有

な
地
名
で
あ
る
。

�

お
わ
り ▲古代内浦想像図

【
お
知
ら
せ
】　
新
岡
垣
風
土
記
は
、
筆
者
の
皆
さ
ま

の
ご
意
向
に
よ
り
、
今
月
号
を
も
っ
て
連
載
を
終
了
し

ま
す
。
長
期
に
わ
た
り
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
月
号
の
広
報
お
か
が
き
で
、
こ
れ

ま
で
の
連
載
を
振
り
返
る
記
事
を
掲
載
予
定
で
す
。
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